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¥3宇宙委第ヲ号

昭和￥3年g月30日

匡提

宇宙関誌委員会委員長鍋島直紹

第7函宇宙同発委員会定例会議の闘催につ

いて

楳言己会訟を下記により同催しますので、ど出席下さい。

記

．λ 日時 昭和日制Y:l1-1・ .B （水）
午後／時～3時

‘も

.2. 場所 科学技術庁第。2会議室

3. 議 題 （／）穏和'I-3年度宇宙局発推進本部の栄家作、乏

；手状況に長iする報告

ω その他



． 

． 

第7回宇宙開発委員会定例会議議事次第
＼ 

λ 第 3回会よび第＃図宇宙崩発委員会臨時会論議事要旨の権誠

一a 陥和fl..3年度宇宙凶発躍進本部の兼務の進捗状況に凶ずる報

εh 
i::1 

3. その－他

資料

委7ー／ 第3国字箇闘発委員会脳陣会鼠遺書著書安官

姿 7~.2 第＃出字歯肉強委員会臨時会最論善幸安旨

委 7-.3 胎和fl.1/-年度におけゐ字面倒発闘係経費の昆強D方針

および成算要求磁要について（集）
、

＼、、



／ 

三ニマ－I
－第3回宇宙掬発委員会臨時会議議事要旨

λ 日 時 昭和fl.3年g月・23日（金 ） I 0時～16時

一一z場 所 虎ノ門第一ヒ・ル二階会議室

、ま 議事次第 胎和＃＃年度各省庁宇宙凶先制係滋賀のヒアリン

ゲ

~ 出席者． 袈員長代理 山呆昌夫
委 員 色品 議長

，大野勝＝

言語諸経夫

嗣係符政械凶肱員ー

総理尉内同船型大臣官房審議室長（代記：内閣総挫大r~仁自房審

議室 岡野英雄）

科学技術庁研究論整局長
梅沢邦芭．． 文部省大学学術局審議官（代理：大学学術局学術課
， 

鈴木 喬）

東京大学宇宙航空研究所教授 玉木章夫

東京大学宇宙航空研究所教授 斉議成文

通商産菜省工業主立術館総務部長｛代握：工業設術館耐究菜毒事謀

-長 伊場主？ 東）



＼ 

通商産業省工業技術院機械試験所長

工業技術院電気試験所長

士

口

夫

裕

恒

回

目

浮

百

工業技術院大阪工業技術試験所長

安藤徳夫

遂輸省大臣官房参事官
内村信行

海上保安庁総務部長（代理：水路部編謄謀長

進土

電子航法研究所長

F 気象説先助長

安樋

川滋

発）

健次郎

二郎

． 
語i蚊省電波監塩局審議官｛代理主：篭波主主制局技術調査課長

電波街究所企画部長 一

野村康志佳）

局 2 通

主主波大陸官房技術参事官（代糧：大臣官房技術調査官

屋島・ 4田尚美）

国土地退院副j地部長
原国美道 ． 事務局

科学技術庁研究調整局宇宙企画課長 山野．正登他

s. 配布資料

委3ー／ 昭和＃＃年度各省庁宇宙倒発00係予算総表

姿 3ー・2 地和＃＃年度宇宙肉発00係経費の磁算要求（案）

謹翰省
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を3~3 昭和＃宇年度宇宙闘発関係経費の概算要求（案）

通商産業省

安3ー＃ 陥和＃＃年度宇宙陳先隣係経費の鋭算要求（案）

主主設省

姿3-S 脳和＃＃年度宇宙嗣鎚随係経費の働算要求（案）

文部省． 豪3-6 陥和＃＃年度宇宙側発同僚栓貨の桃算安求（築）

． 

’ 

到i政省

＼ 

6. 訟事援旨

通輸省、通商盛業省、主筆談省、文蛍~省および鄭政省から、各省

昭和＃＃年度宇宙胤発凶保絵貸の掛算要求（築）について説明を

ft~取した。
ノF

以 上

／ 

ノ
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第＃回宇宙開発委員会臨時会議議事要旨

λ 日時昭和fl.3年g月.2fl.日（土） I 0時～I.2時30分

よ場 所 虎ノ門第一ピル二階会議室

3. 議事次第 昭和'I-'I-年度各省庁宇宙側発怯l係経貨のヒアリン

ク． 

JI.. 出席者

委員長代理 山県昌夫

蚕 員 B砲 義長

大野勝三

吉繊維夫

陶保行政版関職員

総量量肘内閣総選大臣官房審議室長（代君主：内陶器S場大臣官房審
， 

議室 阿野英雄）

／ 

科学技術庁研究調整局長 ’梅沢邦 E

科学技術庁研究調整局宇宙開発課長 嵐山重道

航空宇宙技術研究所長 松浦陽恵

航空宇宙技術研究所科学研究官

山内正男

＼ 

宇箇同発推進本部総拍倒発富 鼻誌 面 著書~

. 
， 
〆



＼ 

事務局
／ 

科学技術庁研究調整局宇宙企画課長 山野正登他

s. 配布資料

委＃ー／ 陥和＃＃年度字’面崩発踊係経費の磁算要求（案）

科学技術庁

委￥－－.2 陥和＃＃年度新規磁算要求等明細書（宇宙l麹係）（案）

航空宇宙技術研究所

委If.-3・ 脳和＃＃年度予算婆求の蹴要（案）

字 E白肉発推進本音lS

~ 議争婆面

科学技術庁から焔和.J/.l,l年度宇’面崩発B担保益主主主の蹴算妥求〔室長）

について説明を聡嫁した。

以上

＼ 

, 
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昭和＃＃年度における宇宙開発関係経費の見積·＂－~－方針および概算要求概要について（安〉
／ 

昭 和 'I-3年ダ月 I/aB' 
、

会員宙~発委字
．、、’’ 

．
 ，
0
 ・d’

. 
~ 

・． ． ． ． 
' 
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生・ 、

昭和f/.1/-年度vc沿ける宇宙闘発関係経費の見積D方針および税算要求鋭要は、と bあえず次のとおbとする。

なお、本件についてはひきつづき審議を進め、 I0月中に最終的な決定を行なうとととする。． 
針

昭和何年度宇宙協関係経費の域bは、宇宙関発審議会の答申「宇宙開発の長期計画および体制の大制についてJ( 1/-がよ,20 ）にドら
方本基

れた宇宙臓の基本的事項およびその後附ける内外の情勢の変化を翻案するξともに国除協力に留意して、次の計闘に基づき行れものとすヤ

笑月実践衛星については、通信の分野付ける実験衛星としてJ帥 f/.6年に電機短観測衛星を、また、陥和f/.K年度に実験用静止通信衛星合
完成ナることを回総として同発するとともに、航行衛昼、気象徴阜および測地衛星の均発のたb、当面踏議験者語、地上利用施誕等の旬発を進める．

λ 

ζ ととする。

笑局笑験衛星打上げ尉ロケットについほ、胎和1/-6年芦目擦に静止街星打上げ用ロケット（＇ Nロケット）につなぎうる中峨踏のロケツ：／

｛いケット）を崩発して電磁）醤観測衛星を打ち上げるζととし、さらたロケットの同発を進め、脳和I/._K年度を目採に、 Hロケγトを陶発Lてき

験用静止逮信衛星を打ち上げるとととする。
． 

科学衛星については、前年度にひきつづき、昭和が＃年度においても電波、天体郎、張、滋子線等の観測を目的とする科学衛星を開発し、とれ

、． らを昭和tj.~！ 年度以降遂次打ち上げるとととする。

科学衛星打上げ用ロケットについ宇は、ひきつづき Mロケットの信穏詮向上のため街発を進める。

人工衛・星~6' よぴ人工衛星打上げ用ロケットの開発および打上げに必要宏施設設備を有効適切に整備するとともに、人工衛星追跡網の強化をはか：

♀． 

’‘h ， 

’ ~ 

’ 

：之3三三 J’：・j＇・之；、ヲ；た．＼字笛民完関淫技予誌についても研究捌発を効率的に促進することとする。

, 
、ー・

電．
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~－ 宇宙崩発関係経費の概算要求概要

以上の方針に基づき、昭和手＃年度各省庁宇宙崩発関係磁算要求（案）について調整を行な，った結果は別表のとおbであり、乙とに示す経費は I

に述べた計画を遂行するために基本的に必要なものであるので、これらの経費が確保されるととが必要である。

ζの経費によっ＼て行？なラ主な事業は次のとおDである。

λ 実用衛星関係

ω 通信の分野における実用実験衛星の倒発
電機j曽観測衛星については、前年度にひきつづき話載綴捺の開発を行なうとともに、衛星の熱武線モデノレ、構造試成モデル等を試作し、試殴

を行なう。

実践泊静止通信衛星については、ミリ波帝中継様、袋労制御システム等の・開発を行なう 0

(2) その他の分野における笑尉失政街昼等の肉発

気家、航行および測地の分野？とおける笑舟笑訳街昼については、気象衛昼硲議用放射観測装量、航行衛星議議用電子装賃、測地衛星用反射体、

利加者局磁器等の陶発を行なう。

各極の人工衛星に共通な技術については、姿勢制御技術、温度制御技術等・の陶発を行なう。

（~1 実用実以衛星打上げ用ロケットの凶発・
＼ 

Qロナットについては、昭和1/-3年度の基本設計の結果に基づき、詳細設計および各部の試作を行ない、性能確認のたあ地上試験を行なう。

また、 Qロケット &L必要注液体ロケット、誘導部御技術等の闘発のため、小型ロケットの飛しよう実験を行宏ラ。

Nロケットについては、関連研究を進めるとともに祝念設計を行なラ。

(4) 打上げ場沿よび地上施設設備の接指

実用実験衛星の胤－発I/[.必要な大型試験設備については、昭和＃＃年度からスペースチエンパ一、振動試験設備、加速度試除設備等の主主備を透
、『、、

める。
咽圏、

Qロケットの打上場施設設備および池上説般に必裂な地上燃民訴以談備について援偽・を進める。

、、

、＼．



、－

科学衛星の打上げ

係関星衛学科

吟

よ

Mー 'I-sロケットによb第／号および第ー2号科学衛星を打ち上げる。

科学衛星の崩発

第3号および第3号科学衛昼の開発を行なうほか、第＃号科学衛星（試験用）を試作する。

(2) 

科学衛星打上げ用ロケットの胤発

科学街昼打上げ用として、 Mロケナトの製作および側発を行なう。

Mロナット肉発のため、 3次噴射推力方向制御｛ T V 0 ）装鑑等を嗣発するとともに、池上燃焼試以、飛しよう前蔵能試段、予侮試殴および

(3) ． 
I' 

飛しよう笑燦を行なう。

(4) 地上施設設備の重量偏

地上胞設設備については、科学衛星凶保として光学およびレーザトラッキング装量、安定制崩j試阪袋憧等を、 Mロケット闘係としてMロケッ

ト存者強及ユデータ受信委託塩ミ舎の整備を進治ゐ。

人工倫昼i邑跡禍ω強化

人工倫昼については、肱縫および虫記r:i_.. ：化単方式による追跡装髭等実用実伝来衛昼および科学衛星追跡のための施設設備のぬ発沿よび整備を行宏

3. 

ぃ、人工衛昼追跡渦の強イじをはかる。

体制の整備

宇宙嗣発を強力に推進するため、宇宙討発委員会を強化し、宇宙嗣発局の新設を行宏ラとともに、宇宙開発推進本部を発展的に改組して宇宙（吟

1/-. ． 
、民j発事業団を新設する。

宇宙開発関係の研究を促進するため、関係国立試験研究機関の充実をはかる。(2) 

その他の主要事項s. 

、、、

字箇凶発肉遠投；術の研究の挺進等

高信頼性電子首~品、光：子部j定技術等字酋肉誌に陶通ある退依量的初先を揺進するとともに．、乙れらの研究が相互間 (IL没和を保ちつつ闘発をどさ治

／ 

(1) 



． 

．． 

． ， ， 

うるJとう措置する。

（局 打上げ実験実施の円滑化 ’ 

種子島宇宙センターおよび鹿児島宇宙空間観測所におけるロケット打上げー笑取の遂行にあたっては、周辺漁業関係者の協力が必要であるので、

漁業振興策をもってその円滑化をはかる。

(3）その他

， 
， 

宇宙開発 のための人材養成、広報啓発、菌際協力等の諸事業は、ますますその重要性を増しつつあるので、 ζれらを強力に推進する。

、、

＼ 

、． 
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別 表
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＼ 

／ 

，、、

昭和＃＃年度宇宙開発関係経費の概算要求翫要

／ 

（単位千円）

省庁 担当機関 事
昭和

項 ｜昭和1/-3年度予算額I4 4年度版算要求額 備 考

． 

・！

／科

学

孜

術

庁

宇宙胤発局｜宇宙崩発委員会経費

その他

計

ノ
O

ワ
’
－

gu

ur

’’一
ro

H
宇

ヲ

晶

一

ノ

o

a

£

一一ぶ

／

／

一

之

3 7.ι606 

S
一
／

之
一

3

2

一g

oh

一4

H
宇

一

g

q
’一月’ 1/-3年度予算額については、研究

論鑑局守衛朕i係分

航空宇笛技術扮究所｜宇宙陶発闘係経質 ⑧ .3 ・:Z 6. ;;,-s 0 
67α7 9 I λ103.SSI/-

宇宙陶姉進本部｜一時雌鵠（ 3得分） ｜⑮ λs q.げ 00 
ff 1- ,2.S71J..l/-/J/. 

字面側発善事業団｜ロケット胸先i経蛍

人工衛星凶発経費

、、 ロケット打上げ経費

ーー

Sλ I .3 K I 1/- ＿~ 年度予算績については総予算
繕

信） 6.61/-3.Sタg
、J 弘:z0 'I-. 0 Sヲ

I. S 0 K. 0 0 0 
3S守.8' 1/-ユ

￥.、68' 9.守0ユ
3. I 6 9. ・ K 7 :Z. 

年1マー000 
z守マ.Sl/-3

6S0.68'1/-

計 I I(働I3. 2 S K. 3 0 .0 1事業団経費 K.71J.S.3SS 
- 8'.6Kαo 00 i事業団収入 6 s. 3 s s ・1 

⑧；~~~~！~！③~ ~： ~ ~ ~： ~.~ I -, I 

人工衛星追跡経費

トー

也
一
a
a
q

，－ 
の
一
小

そ
一

計

⑮

⑧

⑬

 



電

省庁 担当機関 事 項 、昭和1/-.3年度予算額 回4和4年度蹴算要求額 備 考
ーー，

⑧ sJaooo ⑧、 6S3.S00文 東京大学 科学衛星研究経費 ． 
宇宙航空研究所 ， / . .302.6SS λ1/-¥3.160 

部

⑧ －11-/J.SOO Mロケットぬ発経費 8 1-a 11-.3 :i 
省 λ2S2./$K 

計 ⑧ SJα0 00 ⑧ λ067.000 
,2,.//3.0 gマ ぷ.6タS.3I K 

／ 

． 通業 工業技術院 試験研究所特別研究経費 ／／よ000 I .2守.0 0 0 
商省
産 計’ 113.000 I .2守.0 0 0 

気 象 庁 気象業務への導入のための掛究
経費 伝2.2.K ／弘OS6 

喧．

連
海上保安庁 測池業務への導入のための施設

輸 き益偏経費 ． 3λ1/-。2K ,2 38 
、

省． 道子航法緋先取r尚昼航法システムの凶発経質 7. K 6 .3 3 7 . .3ヲ1/-
， 

計 ， ヰK.S I 9 Sλ 688 

－ーー電波研究助 電磁j曽観測街道の同発経費 ⑧ ⑧ 
、、

1/-lJ I. '・ .I Is 68α261/-
き弘

、、
$9呪／ヲ O s 9 9.守0I 

， ． 政 実験用通信衛星の崩発経費 ⑧ ／ ／ 11/-1/-.000 
8S.000 

省
計 ⑧ 1/-ヲ8'./.36 ⑧ノ 8之U“

， S 9 9. I守C /681/-.701 

態． 国土地理院 測地衛星観測等経費 払守＆事 ヰ／.0ι守
f ’ 

設 -

省 計 1/-. 7 ~ 3 f/.λ.o 6ヲ

⑧ょヲ 0.2./K6 ⑧t S. Iヰ守.$ιq
， 

.g. 計 6. I 1/-呪f/.J,7 i弘之 ,2/. c2 9 9 
， 


